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１. はじめに 
多くの人口を抱え，経済的発展途上にある東アジア

地域においては，今後モータリゼーションが進展して

いくと予測されるが，混雑問題や環境問題の深刻化を

考えると，自動車の保有量・利用量を適切に誘導する

政策の必要性が高い． 

そこで本研究は，社会経済属性に加えて，交通機関

に対する利便性の評価や環境意識といった主観的評価

（社会意識）を考慮したアンケート調査を東アジア３

国・４都市において実施した．共分散構造分析手法を

用いて，主観的要因を考慮した自動車保有量・利用量

モデルを構築し，自動車保有・利用の実態と社会意識

の間の因果関係を定量的に明らかにし，都市間を比較

することにより相互理解を深める． 

また，構築したモデルを用いて，社会意識に変化を

与える政策がなされた際の自動車保有量・利用量の将

来予測を行い，適切な自動車保有・利用を促すための

政策立案・評価への知見を得ることを目的としている． 

２. 分析対象 
本研究では仙台，ソウル，北京，大連の東アジア３

国・４都市において，主観的評価を考慮したアンケー

ト調査として「自動車保有・利用に関する社会意識調

査」を実施し，それより得られたデータを用いる． 

各都市における調査は 1998 年秋のほぼ同時期に行
った．調査内容は世帯および個人の社会経済属性や自

動車保有・利用に関する実際の行動と，交通機関に対

する評価や環境問題に対する態度等に関する 7段階の

主観的評価である．配布回収結果を表１に示す． 
表１ 各都市におけるアンケート配布・回収結果 

日本 韓国
仙台 ソウル 北京 大連

配布数 7757
各地区：300
合計：1200

354 ※

回収数 767 752 230 211
回収率 9.89% 62.7% 65.0% ※
※大連は車検場での記入調査であるため配布数・回収率は不明

中国

 

３. 自家用車保有台数モデル 
（１）モデルの概要 

本研究では，自動車保有・利用行動と，交通機関に

対する評価や環境問題に対する態度といった主観的評

価である社会意識との間の因果関係を分析するため共

分散分構造分析手法を適用し，因果モデルとして

LISRELモデルを用いる． 

自動車保有行動と社会意識の間の因果関係を記述

するモデルとして「自家用車保有台数モデル」を４都

市それぞれについて構築した．潜在変数「保有意思」

に関する観測変数として「世帯の自家用車保有台数／

成人数」なる測定関係を設定した．潜在変数間の構造

は，「保有意思」には自動車保有の「可能性」と「必要

性」が影響し，さらにこれら変数が交通機関利便性評

価や環境意識と因果関係を持つと仮定した．「可能性」

の観測変数は「世帯年間所得」と「無料駐車場台数」，

「必要性」の観測変数は「世帯構成人数」と「最寄り

駅までの距離」とした．  

（２）推定結果 

仙台データにおいては個人属性である「可能性」，

「必要性」から「保有意思」へのパス係数値がそれぞ

れ 0.06，0.01であり，社会意識である「自動車利便性」，

「環境問題への態度」から「保有意思」へのパス係数

値はそれぞれ 0.47，-0.23であった．これより仙台にお

いては個人属性よりも社会意識の方が自動車保有行動

に大きな影響を与えていることが分かる． 

反対に他の３都市では個人属性の方が社会意識よ

りも「保有意思」に与える影響が大きかった． 

４. 自動車運転頻度モデル 
（１）モデルの概要 

次に，自動車利用行動と社会意識の間の因果関係を

記述する「自動車運転頻度モデル」を４都市それぞれ

について構築した．潜在変数「自動車依存度」の観測
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変数として「自動車運

転頻度／月」という測

定関係を設定した． 

「自動車依存度」は

「自動車利便性」と「公

共交通不便性」との間

に因果関係をもち，一

方で自動車の利用度合

いが，自動車に負荷の

かかる政策の受け入れ

易さを示す「環境問題

への態度」に影響を与

えていると仮定する． 

（２）推定結果 

仙台データの推定結果を図 1 に示す．「自動車依存

度」から「環境問題への態度」へのパス係数は負の値

を示し，自動車に依存しているほど環境政策を受け入

れにくいことが分かる．一方，「ステイタス」から「自

動車利便性」を経由して「自動車依存度」に与える影

響は正の関係を示している．よって，自動車を「ステ

イタス」と捉える意識を変化させることにより，自動

車利用行動を適切なものへと導ける可能性があるとい

える．なお，他の 3都市に関しては，保有と同様に経

済条件が行動に与える影響が大きい． 

５. 社会意識を考慮した自動車保有・利用量予測 
（１）自動車保有量予測モデル 

社会経済属性の集計型時系列データを用いて，式(1)

に示すゴンペルツ曲線モデルにより都市全域の自動車

保有量の将来予測を行う． 

RDGDPeeV 21 ββαγ
+

= ･･････････････････････ (1) 

ここに， 

 V ：保有率（台/人） GDP：所得水準（GDP/人） 

 RD ：道路整備水準（道路延長/人） 

 γ ：飽和水準パラメータ α,β1,β2：パラメータ 

この予測値に対し，前述の因果モデルにおいて社会

意識が変化したときの保有量の変化率を補正率として

掛け合わせることにより，社会経済属性と社会意識を

考慮した都市全域の自動車保有量を予測する． 

（２）将来予測結果 

仙台市における自家用車保有モデルを用いて，保有

量変化に最も効果のあった「自家用車を持つことが誇

りだ」に対する全サンプルの評価値 X3が「強く反対」

（-3）に変化し，所得水準，道路整備水準がそれぞれ

年 2％，1％増加するというシナリオを設定した． 

保有量の時系列モデルは最も精度が高い日本のデ

ータを用い，保有の意思決定構造は仙台と日本で大差

がないと仮定して仙台の補正率を用いた．社会意識を

考慮した自動車保有量予測の結果を図２に示す． 
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図２ 社会意識を考慮した自家用車保有率予測（日本） 

６. おわりに 
本研究では，東アジア 4都市において自動車保有・

利用行動と社会意識の因果関係を定量的に明らかにし

た．また，社会意識の変化による自動車保有行動の変

化量を予測し適切な自動車利用のための政策立案・評

価に適用できることを示した．なお，本研究はトヨタ

財団の研究助成を受け実施している分析の一部である． 
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自動車依存度
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0.46
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X1
自動車の運転は楽しい趣味の一つだ

Y2
自然破壊を促進する車社会は

もう終わりにすべきだ

Y4
自動車なら帰りの時間を気にせず

楽しめるので安心だ
X2

自動車を自由に操るのは快感だ

Y3
地球環境のためには
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X3
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注）各矢印での数値はパス係数 N=232  GFI=0.96
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注）各矢印での数値はパス係数 N=232  GFI=0.96  
図 1 仙台における自動車運転頻度モデル 
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